
平泉周辺地区

浄土ヶ浜周辺地区

軽米周辺地区

岩手県全域（観光）広域活性化計画の概要 岩手県

計画のポイント

・世界遺産候補地等が有り、多数の観光客が訪れる県南地域から、多種多様な地域資源が存在するにもかかわらず、回遊ルートが

確立されていない県北・沿岸地域への、更なる観光交流の拡大を目指す。
・県南地域を拠点とした、県内周遊ルートにおいて、交通の支障をきたしている箇所の解消を図る。

２．目標を定量化する主な指標
県外宿泊者数（千人回）
2,666 （H20年度）→ 3,134 (H25年度）

３．主な事業 河川、道路、港湾

４．その他 既存計画との整合性：「いわて県民計画」、「平泉の文化遺産」活用推進アクションプラン

N
県内周遊ルートにおける、交通の支障箇所の解消！県内周遊ルートにおける、交通の支障箇所の解消！

拠点施設

高速自動車道
高速自動車道（事業中）

関連事業
基幹事業

１．計画の目標

観光拠点へのアクセス機能の強化を図ると共
に、県北・沿岸に点在する地域資源を活用した
回遊型ルートを検討し、広域的な観光活動の活

性化を進めることにより県外宿泊者数の増大を
図る。

計画期間 平成21年度～平成25年度
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雫石町

葛巻町
西根 町

紫波町

安代 町

松尾村

玉山村

大迫町

東 和町

石鳥谷町

湯田町

沢内村

水沢市

江刺市

金ヶ崎 町

胆 沢町

衣川村

遠 野市

宮守村

大東町

藤沢町

室根村

大船 渡市

釜石市

宮古市

田老町

山田町

田 野畑村

新里村

川井村

野 田村

山形村

大野村

浄法 寺町

一 戸町

九戸村

矢巾町

！！県北・沿岸地域へのアクセス強化！県北・沿岸地域へのアクセス強化！

！！通過型から滞在型観光へ！通過型から滞在型観光へ！ 凡 例

N

県南観光施設群

遠野観光
施設群

県北観光施設群
陸中海岸北部観光施設群

盛岡・八幡平観光施設群

陸中海岸南部観光施設群

天台寺

金田一温泉

安比高原ﾘｿﾞｰﾄ

中尊寺

毛越寺

おおのｷｬﾝﾊﾟｽ

龍泉洞

陸中海岸中部観光施設群

北山崎

釜石大観音

伝承園



山形県広域活性化計画の概要

・東北地域における新たな産業立地の展開や東アジア諸国の経済成長に対応し、山形県唯一の重要港湾である酒田港を活用することで、

山形県内における新たな産業立地と物流を活性化させ、県内物流はもとより東アジア諸国との国際的な物資の流通を促進する。
・物流ネットワークとなる港湾、道路の整備により、もともと低い山形県内陸部における酒田港の利用率の向上を図る。

計画のポイント

３．主な事業 道路、港湾

山形県

２．目標を定量化する主な指標

県内コンテナ貨物の酒田港利用率（％）
22.1（H15年度）⇒24.3（H25年度）

酒田港の取扱貨物量（万トン）
337（H19年度）⇒396（H25年度）

１．計画の目標
酒田港を活用することで山形県内の

物流を活性化させ、山形県の経済発展
に繋げる。

0      10    20km

計画期間 平成２１年度～平成２５年度
酒田港

凡 例

拠点施設

基幹事業

提案事業

関連事業

東アジア
の台頭

物流活性化

鳥海南工業団地

酒田港

鶴岡大山工業団地

花ノ木工業団地

米沢八幡原中核工業団地

東根大森工業団地

金谷工業団地

新庄中核工業団地

新たな産業立地の誘導



つくば・県西地域広域活性化計画の概要 茨城県

計画のポイント

・圏央道各ＩＣから県西地域の各工業団地へのアクセス向上を図るなど道路基盤整備を行い，つくば・県西地域の広域道路網を充実さ
せることで人・物の流れを活発化させ，産業集積の促進を目指す。

・また，県西地域が，筑波研究学園都市の高度な技術や情報の連携をより一層促進することにより，さらなる効果をあげるものである。

１．計画の目標

圏央道各ICから周辺工業団地へのアクセス向上
を図るなど，当該地域における基盤整備を推進し，
産業集積の促進を図る。

計画期間 平成２１年度～平成２５年度

N
首都圏中央連絡
自動車道

古河市

基幹事業：(一)尾崎境線 改築

０ ５ １０ １５ｋｍ

(仮)五霞IC

(仮)境 IC

(仮)猿島岩井IC

八千代町

基幹事業：(一)猿島常総線 交差点改良

坂東市

３．主な事業
道路，新たなつくばのグランドデザイン策定調査

基幹事業：(主)結城野田線 改築

２．目標を定量化する主な指標
新規企業立地件数（件）:
０（H20年度）→ ２５（H24年度）

(仮)水海道IC

つ く ば市

境町

凡 例

拠点施設（工業団地等）

基幹事業

提案事業

高速自動車道

高速自動車道(事業中)

(仮)つくばIC

つくばJCT

つくば牛久IC

筑波研究学園都市

基幹事業：(主)つくば古河線 交差点改良

基幹事業：(一)沼田下妻線交差点改良

下妻市

常総市



北関東道および東北道沿線地域広域活性化計画の概要 栃木県

観光ネットワークの広域化・
高速化

拠点施設の機能充実強化

新たな観光振興に
よる地域の活性化

１．計画の目標

高速道路網のＩＣへのアクセス道路の整
備と観光拠点である道の駅の機能の充

実整備を実施し、安全・安心・快適な観
光ネットワークの形成を図り、新たな観
光振興による地域の活性化を実現する。

２．目標を定量化する指標
観光客入込数（万人）

５，３３６（Ｈ１９）→５，８００（Ｈ２６）
道の駅での売上額（億円）

５０（Ｈ１９）→６０（Ｈ２６）

３．主な事業
道路、

道の駅周遊観光コーディネイト事業
食の回廊情報発信支援事業
道の駅新たな魅力創出事業

計画期間：平成２１年度～平成２５年度

・北関東道の全線開通及び東北自動車道スマートＩＣの開通を契機に、高速道路のICへのアクセス道路の整備により、観光ネットワーク
の広域化・高速化を図る。
・県内観光客入込数の1割以上が訪れる道の駅を拠点施設群として位置づけ、高速道路網へのアクセス強化とともに魅力ある機能強

化を図る。
・サイクリングロードや食の回廊と連携し、新たな観光拠点として観光交流の促進を図り、地域の活性化を実現する。

計画のポイント

東北自動車道

北関東自動車道

北関東自動車道

H20開通H23開通

日光宇都宮道路

北関東自動車道東北自動車道

東北自動車道

安足地域の観光交流施設群

下都賀地域の観光交流施設群

芳賀地域の観光交流施設群

鹿沼・宇都宮市の観光交流施設

県北の観光交流施設群



丹沢・大山地域広域活性化計画の概要 神奈川県

計画のポイント

・丹沢・大山地域の豊かな自然環境や日向・大山の歴史的遺産などの地域資源を活用し、広域観光活性化を促進する。

・そのため、山間部という地理的な特性から生じる交通アクセス上の課題解消に向け、東名高速道路や国道２４６号から観光資源への
アクセス道路や観光資源を相互に連絡する道路の整備等を行う。

１．計画の目標
丹沢・大山地域の豊かな自然、歴史・文化を

活用した活力ある地域づくりを目指し、観光・
交流を支える基盤づくりによる観光活性化を
図る。

２．目標を定量化する指標
入込観光客数（万人）：
1,907（H20年度）→1,963（H25年度）

※目標値は、現在検討中であり、現在の見込み値。

３．主な事業
道路

N

計画期間 平成２１年度～平成２５年度

0km 5km 10km

秦野戸川地区

日向地区

＜凡 例＞

： 拠点施設

： 基幹事業

： 計画範囲

： 動 線

Ｎ

大山地区

宮ヶ瀬地区

七沢地区



三河山間地域広域活性化計画の概要 愛知県

計画のポイント

・三河山間地域では、若年層の流出・高齢化による生産年齢人口減少が地域の活力を低下させている。
・豊かな自然環境、歴史、文化を活かした観光拠点が多数存在しているが、レジャーの多様化等により観光客数は年々減少している。

・観光拠点までのアクセス、観光拠点間の回遊道路整備等を促進することによる観光振興を図り地域の自立と活性化を図る。

２．目標を定量化する主な指標

観光入込客数(万人）:
902（H19年度） → 1,000（H25年度）

３．主な事業

道路
愛知県交流居住センター活動推進事業

N

拠点施設

基幹事業(改築系）

関連事業

高速自動車道

高速自動車道（事業中）

凡 例

基幹事業(補修系）

香嵐渓地区

三河湖地区

額田・作手地区

茶臼山高原地区

鳳来寺地区

豊根地区

(仮)額田IC (仮)新城IC

三河山間地域

計画期間 平成２１年度～平成２５年度

１．計画の目標

各地域間の連携・交流強化による観光拠
点施設の魅力の向上、都市と山村との交

流促進により三河山間地域を訪れる観光
客の増加を図る。

○高規格幹線道路インターチェンジ、近隣

都市圏から観光拠点へのアクセス性の向
上と計画区域内の観光拠点間の周遊性を
高める幹線道路の整備

○都市住民が三河山間地域の魅力を再発
見し、観光のみならず山間居住までのきっ
かけ作りを可能とする情報の発信

N

高規格道路ICからのｱｸｾｽ強化 観光拠点間の周遊性の向上

山間地域の魅力を都市住民に情報発信
三河山間地域の活性化

0km 5km 10km

愛知県交流居住センター
活動推進事業

三河の山里活性化事業

提案事業



滋賀県南東部地域広域活性化計画の概要 滋賀県

計画のポイント

・名神・新名神高速道路等、交通の要衝であるという地理的な優位性（地の利）と理工系大学や民間研究所が多数立地し、知的資源が
集積している（知の利）を活かした戦略的な企業誘致の促進と地場産業の販路開拓による出荷額の増加を図る。

・そのため、企業立地促進法に基づく新たな誘致施設や県版経済特区などへの企業誘致を促すための基盤整備や物流を支えるネット
ワーク整備を進めていく。

１．計画の目標
「地」と「知」の利を活かした戦略的な企業誘
致の推進と地場産業の販路開拓による出荷
額の増加

２．目標を定量化する主な指標
・企業立地件数（社）

0（H20年度）→ 5（H25年度） ※累計
・信楽焼・住宅関連部門年間販売額（億円）

138億円（H17年度）→180億円(H25年度）

３．主な事業
道路、地域自立・活性化活動推進事業

N

４．その他
・県版経済特区認定地区：１地区
・企業立地促進法基本計画の経済産業大臣同意（H19.1０）

・新名神高速道路の供用（H20.3）および地域活性化インター（甲南
IC）スマートIC（(仮)蒲生SIC）による交通結節機能の拡充

凡 例

主要施設
（市町庁舎）

高速自動車道

基幹事業拠点施設

工業団地

大学・研究施設

八田サテラ イ トパーク

計画期間 平成２１年度～平成２５年度



京丹波わちＩＣ

亀岡ＩＣ

八木西ＩＣ

（仮）瑞穂ＩＣ

園部ＩＣ

八木東ＩＣ

大井ＩＣ

大野ダム

湯ノ花温泉

京都 縦貫自 動車道

南丹市

亀岡市

千代川ＩＣ

丹波自然運動公園

八木中ＩＣ

京丹波町

瑠璃渓 保津川下り

氷室の郷

かやぶきの里

質志鍾乳洞

京都新光悦村

京都市篠山市

南丹市役所
　美山支所

南丹市役所
　日吉支所

日吉ダム
スプリングス日吉

南丹市役所

亀岡市役所

京丹波町役場
　　　和知支所

京丹波町役場瑞穂支所

南丹市役所
　八木支所

ＪＲ山陰本線

丹波ＩＣ京丹波町役場

南丹地域広域活性化計画の概要 京都府

計画のポイント

・京都縦貫自動車道の全線開通により、南丹地域が全国の高速道路網と結ばれ、京阪神を始めとした全国から南丹地域へのアクセス
が飛躍的に向上するため、これを契機として南丹地域観光地の魅力向上と活性化を図る。

・そのため、京都縦貫自動車道インターチェンジからのアクセスや各観光地間の移動を円滑にするための道路整備を行う。

１．計画の目標
南丹地域の観光地間の連携強化による観光地として

の魅力向上、観光活性化

２．目標を定量化する主な指標
南丹地域への観光入込客数（万人）：
405（H19年度）→435（H25年度）

N

凡 例

拠点施設

基幹事業

関連事業

３．主な事業 道路、丹波自然運動公園整備

提案事業

計画期間 平成２１年度～平成２５年度

京都縦貫自動車道

ＪＲ線 ０ ５ 10km



大阪市中心部（水都大阪再生）地域広域活性化計画の概要 大阪府

計画のポイント

・豊富な歴史的・文化的資源を活かして、都心を囲む水の回廊の魅力を内外にアピールし、この区域内にある近代建築物や大阪が水

の都であることを再発見してもらうことを目的に、護岸や遊歩道の整備及びライトアップ事業を実施することにより、観光客の来訪の増
加を図る。

N

道頓堀
川

木津
川

安治川

土佐堀川

堂島
川 大

川

熊

野
街

道

渡辺
橋駅

中之
島駅

凡 例
大阪市整備河川

船着場整備済箇所

船着場整備中箇所
京阪中之島新線新駅

なにわ
橋駅

太左衛
門

堂

島
大

橋

大

江
橋

天

神
橋

天

満
橋

ほたるまち

（阪大病院跡地開
発)

堂島川にぎわい創出
社会実験

東横堀
川

八軒家浜賑わい施設

堂島川環境整
備

中央卸売市場船着場整備

大阪
城

湊町リバープレイ ス

大阪国際会議
場

国立文楽劇
場

中

央
公

会
堂

富島入
堀

土佐堀川環境整
備

凡 例
基幹事業

拠点施設

提案事業大阪ドー
ム

大江
橋駅

ラ イ トアップ・イルミネーショ ン整備

道頓堀川

木津川

安治川

土佐堀川

堂島川
大川

太左衛門

ほたるまち
（阪大病院跡地開発)

堂島川にぎわい創出
社会実験

東横堀川

川の駅「はちけんや」（賑わい施設）

大阪城

湊町リバープレイ ス

大阪国際会議場

国立文楽劇場

中

央
公

会
堂

ＵＳＪ

大阪ドーム

ラ イ トアップ整備

凡 例

拠点施設

基幹事業

関連事業

主要施設

府 管理河川

市 管理河川

京阪電気鉄道（新線）

２．目標を定量化する主な指標
観光客数（万人）: 10,405（H18年度）→11,000（H25年度）
観光船乗降客数（万人）: 28（H18年度）→35（H25年度）

３．主な事業
河川、ライトアップ整備、
賑わい施設整備

１．計画の目標
四季折々、また昼と夜のまちの表情など、「時・時

代」を感じる「水の回廊づくり」をすすめ、大阪の新た
な「水の都」としての輝きを再生し、大阪市への観光
ビジター数増を目指す。

大阪市
北区・
中央区

道頓堀川河川利用推
進事業

計画期間 平成２１年度～平成２５年度

中之島バンクス
拠点活性化支援

川の駅「はちけんや」
拠点活性化支援



淡路地域広域活性化計画の概要 兵庫県

計画のポイント

・淡路地域では、多種多様な観光交流施設をはじめ、美しい海岸線などの島特有の優れた自然環境を有しているが、観光資源が点在
していることやその道路ネットワークにおいて狭隘な道路があり、観光・交流の活性化を進めていく上での課題となっている。

・そのため、淡路島全体をひとつの観光交流施設（観光圏）とみなし、アクセス強化のための道路整備などを行い、滞在型観光の推進を
図る。

１．計画の目標
淡路島全体をひとつの観光交流施設とみなし、

既存の観光施設や淡路特有の自然や特産を
活かし、滞在型観光への転換を図る。
また、「公園島淡路」づくりの取組みによる地

域の魅力向上や観光・交流拠点の連携強化に
よる広域的な観光を活性化する。

計画期間 平成２１年度～平成２５年度

淡路市

洲本市

南あわじ市

N

凡 例

拠点施設

基幹事業

関連事業

主要施設

高速自動車道
高速自動車道（事業中）

N
N ２．目標を定量化する主な指標

観光入込客数（万人）:
1,197（H18年度） → 1,350（H25年度）

３．主な事業
道路、交流推進

４．その他
観光圏整備実施計画認定（H20.10）
「淡路島観光圏」



諏 訪 川

宮浦石炭記念公園

七浦坑跡

宮原坑跡

(仮称)
三池港IC

三池式快速石炭船積機
３号機ダンクロ・ローダー

三池港閘門

西鉄大牟田駅
JR大牟田駅

勝立三川線

N

。

１．計画の目標
有明海沿岸道路の完成に伴い流入人口の増加

が予測される。我が国の近代化を支えた炭鉱関
連遺産を活用した広域観光を展開し、諏訪川や
諏訪公園等の背後地を一体的に整備することに
より、人的交流の増加による地域の活性化を図る。

３．主な事業 河川護岸整備、道路整備

２．目標を定量化する主な指標
諏訪公園年間利用者数（人/年）

375,000（H20年度）→ 500,000（H23年度）
石炭産業科学館年間利用者数（人/年）

13,200（H19年度）→20,000 （H23年度）

大牟田地域広域活性化計画の概要

福岡県

佐賀県

熊本県

大分県

諏訪川

計画期間 平成２１年度～平成２５年度

三池式
快速石炭船積機３号機

旧三井港倶楽部

４．その他 諏訪公園整備事業との連携

計画のポイント
当該地区周辺は、有明海沿岸道路が平成２３年度に完成予定であり、拠点施設として諏訪公園が整備中である。

また、福岡県の近代化遺産である三井港倶楽部などの産業遺産が多く点在し、三池港を核とした地域振興に取り組まれている。〔三井石
炭鉱業株式会社三池炭鉱旧宮原坑施設は世界文化遺産の国内暫定一覧表に掲載決定しているなど、地域の産業遺産が脚光をあびてい

る〕そのような中、諏訪川護岸整備により、石炭産業における近代化遺産（産業遺産）と調和した景観整備を行い、諏訪公園整備事業と一
体となって、周遊性のある観光ネットワークを構築し地域活性化に寄与する。

凡 例

拠点施設

行 政 界

河     川

Ｊ　　   Ｒ

諏訪公園事業エリア

有明海沿岸道路

（基幹事業）

河川事業

道路事業

重点地区

近代化産業遺産群

諏訪公園

大牟田北IC

石炭産業科学館

大牟田IC

三池炭坑三川坑跡

クレーン船大金剛丸

旧長崎税関三池支所

旧三川電鉄変電所

旧三井港倶楽部

福岡県


